
⚫ 北海道開発局は、国土交通省の地方支分部局として設置され、北海道総合開発計画推進のため、北海道に
おける河川、道路、港湾、空港、農業基盤、漁港といった国の基幹的な社会資本の整備・管理を行うほか、
都市・住宅行政に係る地方公共団体への支援、建設業・不動産業等への指導・監督、官庁営繕などを行う
総合行政機関です。

① 職場の概要（仕事の内容）

② 倫理保持に関連する取組の概要
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⚫ 平成２１年６月に管理監督者向けの情報誌として、コンプライア
ンスに関する最新動向等について継続的な情報提供を行い、意識
の高揚を図り、前年の談合事案等の反省やコンプライアンス意識
の風化を防ぐことを目的として発行を開始しました。

⚫ その後、平成２９年度から、対象を全職員に拡大し、コンプライ
アンス関連情報をわかりやすく提供するツールとして、新たな運
用を開始しました。

⚫ 当局で発生した非違行為事案とその再発防止策の周知、公務員倫
理に関する情報提供はもちろん、非違行為等の未然防止のための
啓発として、ハラスメント関連情報や情報管理に関する情報の提
供のほか、毎月、幹部職員によるコンプライアンス関連の寄稿を
掲載しています。

⚫ さらに、令和５年８月からは発行頻度を毎月とし、時宜を得た、
よりタイムリーな情報提供媒体として、継続的にコンテンツ更新
をすることで、広く職員に認知されるようになっています。

職員向け情報誌「コンプライアンス通信」の発行

最新号（令和７年11月発行 第90号）

初号（平成21年６月発行 第１号）



⚫ 北海道以外の地域では、国土交通省地方整備局、農林水産省地方農政局がそれぞれ所掌している事業を、
北海道においては北海道開発局が総合的、一体的に実施しています。

⚫ 事業規模・組織規模が大きく、多くの技官と事務官がチームワークを発揮して、国家的な課題の解決に貢
献すべく、活躍しています。

③ ②に記載した倫理保持に関連する取組の目的及び効果

④ 職場のＰＲ内容
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⚫ 平成２１年６月の第１号から最新号に至るまで、すべて職員向け
イントラネットに目次付きで掲載されています。

⚫ 北海道開発局は、北海道内各地域に１０の開発建設部と８７の事
務所・事業所があり、管轄する事業内容も多岐に渡りますが、イ
ントラネットに掲載されたコンプライアンス通信はアクセシビリ
ティが高く、職場内ミーティングの素材を探す際も、各現場の
ニーズに応じた題材が見つかりやすいなど、コンプライアンス関
連のデータベースとしても活用されています。

⚫ また、情報提供側の関係部署にとっても、職員認知度の高い媒体
で情報を発信することで、効果的・効率的な周知・啓発が可能と
なっています。

イントラネット掲載画面（一覧）
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